
元
禄
期
越
前
の
幕
府
領
大
庄
屋
日
記
１
・
２

解
説

は
じ
め
に

本
巻
は
幕
府
領
坂
井
郡
前
谷
村
に
あ
っ
て
組
頭
（
大
庄
屋
）
を
勤
め
た
土
屋
次
郎
左
衛
門
の
「
万
覚
帳
」
を
翻

刻
し
た
も
の
で
、
『
元
禄
期
越
前
の
幕
府
領
大
庄
屋
日
記
』（
以
下
、
日
記
と
称
す
る
）
の
第
二
冊
目
に
あ
た
り
、

元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
か
ら
宝
永
二
年
（
一
七
〇
五
）
ま
で
を
扱
っ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
前
谷
組
の
村
々

は
今
立
郡
西
鯖
江
（
鯖
江
と
通
称
）
村
に
在
陣
し
た
代
官
古
郡
文
右
衛
門
年
明
の
支
配
を
受
け
た
。
次
郎
左
衛
門

は
宝
永
二
年
九
月
二
十
二
日
に
職
を
免
じ
ら
れ
、
本
巻
も
そ
の
日
を
以
て
終
わ
る
。

こ
の
日
記
に
つ
い
て
は
す
で
に
第
一
巻
目
で
、
福
井
県
文
書
館
記
録
資
料
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
藤
井
讓
治
氏
（
京
都

大
学
大
学
院
教
授
）
が
「
序
に
か
え
て
」
と
題
し
て
解
説
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
重
複
を
避
け
、
そ
れ
ら
以

外
で
読
者
に
便
と
思
わ
れ
る
事
柄
を
記
す
こ
と
に
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
土
屋
次
郎
左
衛
門
が
任
じ
ら
れ
た
組
頭
と
い
う
呼
称
は
、
元
禄
十
四
年
頃
か
ら
大
庄
屋
に
変
わ
っ

て
く
る
。
同
年
三
月
十
六
日
付
で
鯖
江
代
官
所
手
代
青
山
藤
助
が
前
谷
組
の
二
年
前
の
廻
米
入
用
不
足
金
の
督
促

を
命
じ
た
際
、
宛
名
を
「
前
谷
村
大
庄
屋
二
郎
左
衛
門
」
と
し
て
い
る
の
が
初
見
で
（
三
月
二
十
二
日
条
）、
や

が
て
大
庄
屋
が
ふ
つ
う
に
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
当
時
、
越
前
で
は
福
井
藩
や
大
野
藩
は
組
頭
、
勝
山
藩
は

大
庄
屋
と
呼
ん
で
い
る
が
、
こ
の
時
期
、
幕
府
領
で
な
ぜ
組
頭
か
ら
大
庄
屋
に
変
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
今

の
と
こ
ろ
明
白
で
は
な
い
。

こ
こ
で
本
日
記
の
記
載
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
。
記
述
の
し
か
た
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
丁
寧
で
、
お
お
む
ね
き

れ
い
に
整
理
さ
れ
、
体
裁
も
毎
年
変
わ
ら
な
い
。
例
年
正
月
一
日
に
始
ま
っ
て
十
二
月
晦
日
ま
で
、
一
日
ご
と
日

を
追
っ
て
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。
書
く
べ
き
事
柄
が
な
い
場
合
も
月
日
だ
け
は
必
ず
記
し
て
お
り
、
お
か
げ
で
欠

落
が
あ
れ
ば
容
易
に
判
断
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
す
べ
て
そ
の
日
の
う
ち
に
記
載
し
た
か
ど
う
か
は
疑
問
で
、
外

泊
や
病
気
の
た
め
後
日
に
書
い
た
り
、
記
載
事
項
を
整
理
し
て
数
日
後
に
ま
と
め
て
記
し
た
と
思
わ
れ
る
所
も
か



な
り
見
ら
れ
る
。

内
容
の
ほ
と
ん
ど
は
組
頭
と
し
て
の
活
動
に
関
わ
っ
て
い
る
。
私
的
な
こ
と
は
一
部
の
出
入
り
関
係
を
除
く
と

わ
ず
か
で
、
外
泊
や
買
物
・
支
払
な
ど
に
限
ら
れ
、
し
か
も
簡
潔
で
あ
る
。
ま
た
、
他
か
ら
こ
の
よ
う
な
日
記
を

残
す
よ
う
指
示
さ
れ
た
形
跡
は
見
当
た
ら
ず
、
ど
こ
か
一
部
を
公
開
し
た
り
他
に
利
用
し
た
記
事
も
な
い
。
し
た

が
っ
て
、
本
日
記
は
あ
く
ま
で
組
頭
次
郎
左
衛
門
の
私
的
な
用
留
と
言
え
る
。
筆
者
は
も
ち
ろ
ん
、
次
郎
左
衛
門

本
人
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
元
禄
十
五
年
七
月
十
八
日
か
ら
閏
八
月
十
日
ま
で
伊
勢
参
宮
及
び
上
方
や
西
国
な
ど

各
地
を
巡
遊
し
て
お
り
（
同
年
閏
八
月
十
日
条
）、
そ
の
間
は
権
右
衛
門
の
「
覚
書
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
に
同

十
六
年
十
二
月
八
日
条
な
ど
、
十
五
年
以
降
で
明
ら
か
に
筆
跡
の
異
な
る
所
が
数
か
所
確
認
で
き
る
。
確
定
は
で

き
な
い
が
、
そ
れ
ら
は
お
そ
ら
く
倅
権
右
衛
門
が
代
筆
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
筆
跡
を
明
確
に
区
別
で
き
な

い
所
も
あ
り
、
そ
の
た
め
こ
れ
ら
に
関
す
る
本
文
へ
の
注
記
は
し
な
か
っ
た
。

一
、
土
屋
家
と
前
谷
組

土
屋
家
文
書
は
文
永
九
年
（
一
二
七
二
）
以
降
昭
和
二
十
年
代
ま
で
計
一
二
一
九
点
に
及
ぶ
、
内
容
的
に
も
豊

か
な
資
料
群
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
文
永
九
年
の
「
亀
山
院
宣
命
」（
写
）
は
検
討
の
余
地
が
あ
り
、
実
質
的
に

は
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
の
前
谷
村
太
閤
検
地
帳
に
始
ま
る
近
世
・
近
代
の
資
料
群
と
言
え
る
。

内
容
は
多
岐
に
わ
た
る
が
、
同
家
が
元
禄
期
に
勤
め
た
組
頭
や
、
そ
れ
以
後
の
村
庄
屋
関
係
が
豊
富
で
、
私
文

書
に
も
見
る
べ
き
も
の
が
少
な
く
な
い
。
前
者
は
土
地
、
年
貢
・
廻
米
の
ほ
か
、
用
水
、
山
方
、
出
入
関
係
な
ど

村
方
全
般
に
及
ん
で
い
る
。
後
者
は
売
券
類
や
小
作
・
慶
弔
な
ど
、
家
の
経
営
と
存
続
に
か
か
わ
る
も
の
が
大
部

分
を
占
め
る
（
福
井
県
文
書
館
古
文
書
資
料
群
目
録
「
土
屋
豊
孝
家
文
書
」）。

な
お
、
本
日
記
に
関
わ
る
資
料
群
と
し
て
は
他
に
も
見
る
べ
き
も
の
が
あ
り
、
そ
の
一
部
は
『
福
井
県
史
』
資

料
編
４
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も
坂
井
郡
野
中
村
に
あ
っ
て
長
く
幕
府
領
組
頭
を
勤
め
た
小
島
武
郎
家
文
書

（
福
井
大
学
附
属
図
書
館
寄
託
）
に
は
関
連
す
る
資
料
が
多
く
、
本
日
記
に
も
た
び
た
び
そ
の
名
が
見
え
て
い
る
。



併
せ
て
読
ま
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。

さ
て
、
土
屋
家
は
、
当
家
に
残
る
「
永
記
」
に
よ
る
と
、
戦
国
期
に
は
朝
倉
氏
に
仕
え
、
天
正
三
年
（
一
五
七

五
）
以
降
坂
井
郡
前
谷
村
に
居
住
し
た
。
代
々
次
（
治
、
二
）
郎
左
衛
門
あ
る
い
は
権
右
衛
門
を
称
し
、
す
で
に

慶
長
三
年
七
月
の
同
村
太
閤
検
地
帳
に
も
村
内
き
っ
て
の
大
高
持
と
し
て
名
が
見
え
る
。
そ
の
際
屋
敷
地
三
反
九

畝
一
〇
歩
は
除
地
の
扱
い
を
う
け
た
。
以
後
同
家
は
江
戸
期
を
通
し
て
前
谷
村
の
み
な
ら
ず
地
域
に
も
影
響
力
を

も
つ
存
在
で
あ
っ
た
。
福
井
藩
領
時
代
の
寛
文
八
年
（
一
六
六
八
）
か
ら
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
の
間
、
八
代

次
郎
左
衛
門
は
前
谷
村
な
ど
近
隣
二
一
か
村
八
七
〇
七
石
余
の
組
頭
（
百
姓
代
官
）
に
任
じ
ら
れ
て
い
る（「
福
井

藩
領
組
頭
別
村
高
帳
」、『
朝
日
町
誌
』
資
料
編
２
）。

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）、
福
井
藩
が
半
知
と
な
り
、
前
谷
村
が
幕
府
領
と
な
っ
て
か
ら
し
ば
ら
く
の
間
、
土

屋
家
が
何
ら
か
の
役
を
勤
め
た
と
い
う
資
料
は
見
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
元
禄
七
年
九
月
、
突
然
九
代
次
郎
左
衛
門

は
組
頭
に
任
じ
ら
れ
、
前
谷
組
二
四
か
村
、
九
四
八
四
石
余
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

か
れ
は
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
頃
に
生
ま
れ
、
貞

享
三
年
三
月
二
十
一
日
、
兄
の
跡
を
継
い
で
家
督
を
相

続
し
た
。
組
頭
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
四
七
歳
頃
で
（
前

掲
「
永
記
」）、
以
後
宝
永
二
年
ま
で
一
二
年
間
、
連
続

し
て
組
頭
を
勤
め
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
当
初

か
ら
必
要
に
応
じ
て
倅
権
右
衛
門
に
手
伝
わ
せ
た
。
元

禄
十
一
年
七
月
に
舟
寄
代
官
所
が
廃
止
と
な
り
、
鯖
江

代
官
の
支
配
に
入
っ
て
か
ら
は
、
別
に
前
谷
村
の
源
八

郎
を
雇
い
、
書
類
や
金
銭
の
運
搬
、
諸
連
絡
に
使
っ
て

い
る
。

そ
の
頃
の
土
屋
家
は
、
除
地
と
さ
れ
た
屋
敷
地
四
反

備 考
組頭・屋敷除地
酒造兼業・屋敷除地
百姓代・五人組頭

長百姓

庄屋

持高（石）
３３．８３５
２３．４７７
１８．５０７
１０．６１１
１０．３７２
９．３９７
９．０９７
７．３２０
５．８９６
５．７５０
５．０６６
１３９．３２８

名 前
次郎左衛門
清左衛門
伝右衛門
長次郎
六 介
六兵衛
次郎兵衛
市兵衛
市右衛門
孫四郎
弥五兵衛

（計）

表１ 元禄８年前谷村持高構成

注）元禄８年３月「前谷村田地割合覚帳」（土屋家文書）
より作成。



四
畝
二
八
歩
と
三
三
石
余
を
持
つ
村
内
一
の
高
持
で
（
表
１
）、
他
に
多
く
の
山
林
な
ど
も
所
持
し
て
い
た
。
元

禄
十
年
閏
二
月
十
日
条
に
よ
る
と
、
持
山
の
う
ち
権
世
村
境
上
野
に
家
来
の
家
を
建
て
さ
せ
、
山
番
を
さ
せ
た
と

あ
る
。
馬
を
常
に
所
持
し
て
一
部
売
買
し
た
り
、
近
隣
や
組
下
村
々
へ
の
金
銭
貸
し
を
行
い
、
後
に
は
勝
山
藩
の

藩
札
を
質
に
取
り
資
金
を
貸
し
、
出
入
り
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
（
元
禄
十
七
年
二
月
十
三
日
条
）。
村
内
で
は

親
戚
筋
で
村
二
番
目
の
石
高
を
持
ち
酒
造
に
も
携
わ
る
清
左
衛
門
と
激
し
く
対
立
し
、
義
絶
す
る
事
態
に
発
展
し

お
ろ

た
。
次
郎
左
衛
門
が
組
頭
に
任
じ
ら
れ
て
か
ら
は
、
持
高
の
ほ
と
ん
ど
は
村
内
外
に
�
（
卸
）
し
て
小
作
さ
せ
、

１１．８．１５
○

石田領
石田領
石田領
○

石田領
石田領
石田領
石田領
紀州領
○
○
○

○
○
○
○
○
○

舟寄組

○
○
○
○
○
○
○
○
１９

８０１８．６０４

１０．６．２７
○
○
○
○
○
○
○
○
○

紀州領
○
○
○
○

○

○
紀州領
紀州領
紀州領
紀州領
紀州領

１５
６６８９．５０９

７．１０．１７
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
後山組
後山組
後山組
後山組
○
○
○
○
○
○

２１
９３１３．４８６

元禄７．９．２６
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

後山組
布目組
布目組
布目組
布目組
布目組
布目組
布目組
布目組
２４

９４８４．８０５

元禄郷帳
１３９．２６８
２５５．７０８
２０５．９８０
５８８．４５０
６２２．８３０
２９０．１５０
５８１．５９６
７０７．３７０
５６７．０８０
６２３．７３０
４７８．７３０
６３２．４４０
５４．５５０
２７８．５２０
７６９．９５０
１７２．４１０
２９４．０６９
１２４．５１０
７１８．７４０
３９７．４００
４９０．６９７
３５７．８１７
３１１．６２５
２２６．３２８
３６４．８０７
１３６３．４００
２３７．７１０
１２５．８００
６．４０９
７０９．７４８
１９９．６７０
９２２．８５０
７１０．０２０
７０１．５００
３４

１５２３１．８６２

村名
前谷
北
北野
中川
笹岡
田中
矢地
菅野
高塚
山室
宮谷
青野木
西方寺
柿原十楽
堀江十楽
清王
赤尾
横垣
井江葭
国影
谷畠
東善寺
馬場
新用
轟木
下関
牛山
城
城新家
舟津
西谷
田中々
番田
重義
（村数）
（石高）
注１）本書所収各年月日の記事より作成。村高は元禄郷帳（内閣文庫）によった。

但し、井江葭村は除地が１０石あり、その分を引いている。
注２）○は前谷組を示す。

表２ 元禄期前谷組村々の変遷



直
接
家
の
耕
作
に
携
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
元
禄
十
四
年
十
二
月
四
日
条
に
よ
れ
ば
、
矢
地
村
の

母
と
娘
を
下
女
と
し
て
雇
っ
て
い
た
。
な
お
、
組
頭
に
は
組
頭
給
が
支
給
さ
れ
た
が
、
そ
の
額
は
舟
寄
代
官
時
代

に
は
高
百
石
に
銀
六
匁
二
分
五
厘
と
米
壱
斗
壱
升
五
合
で
（
元
禄
八
年
十
月
十
五
日
条
）、
こ
れ
は
次
の
鯖
江
代

官
時
代
も
基
本
的
に
同
じ
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
前
谷
組
村
々
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
２
は
前
谷
組
村
々
の
元
禄
期
の
村
高
と
組
構
成
や
支
配

の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
時
期
に
よ
り
異
同
が
あ
る
が
、
お
お
む
ね
坂
井
郡
北
部
に
位
置
し
、
東
部
山
沿

い
の
村
か
ら
、
西
は
日
本
海
に
接
す
る
村
ま
で
、
東
西
一
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
間
に
点
在
す
る
（
日
記
１
巻

末
「
図
４
」）。
こ
の
地
域
は
山
間
か
ら
流
れ
る
竹
田
川
が
九
頭
竜
川
河
口
に
合
流
し
、
南
北
に
北
陸
道
が
通
っ
て

い
る
。
そ
の
ほ
ぼ
中
央
、
竹
田
川
と
北
陸
道
が
交
差
す
る
所
に
福
井
藩
領
金
津
町
（
南
・
北
両
金
津
町
及
び
金
津

新
町
）
が
あ
り
、
こ
こ
に
は
同
藩
金
津
奉
行
所
が
置
か
れ
て
い
た
。

各
村
の
村
高
は
も
っ
と
も
多
い
下
関
村
が
一
三
六
三
石
余
、
少
な
い
西
方
寺
村
が
五
四
石
余
で
、
単
純
に
平
均

す
る
と
四
四
八
石
と
な
る
。
全
体
と
し
て
平
凡
な
農
村
地
帯
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
一
部
日
本
海
に
接
す
る
城

村
と
同
村
枝
新
家
村
だ
け
は
別
で
、
村
人
の
多
く
が
漁
業
や
製
塩
業
に
従
事
し
た
。
な
お
、
正
保
郷
帳
（
松
平
文

庫
）
に
よ
れ
ば
、
前
谷
組
村
々
の
村
高
の
三
割
近
く
は
畠
高
で
あ
っ
た
。

目
立
つ
よ
う
な
産
物
は
な
か
っ
た
。
元
禄
十
一
年
九
月
五
日
条
に
よ
る
と
、
城
村
は
貸
船
役
及
び
塩
浜
地
子
と

し
て
塩
七
石
五
斗
を
毎
年
負
担
し
た
と
あ
る
が
、
他
は
一
部
に
油
役
銀
を
少
し
納
め
る
村
が
あ
る
程
度
で
あ
る
。

十
六
年
四
月
二
十
五
日
条
に
、
年
貢
不
足
金
取
立
は
こ
が
い
・
茶
・
桑
の
取
入
れ
ま
で
延
期
し
て
ほ
し
い
と
の
記

事
が
あ
る
が
、
し
か
し
、
ど
の
村
も
こ
れ
ら
を
主
な
生
業
と
す
る
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
少
し
注
意
し
た
い
の
は

馬
に
関
し
て
で
あ
る
。
元
禄
八
年
「
前
谷
組
村
々
明
細
帳
」（
土
屋
家
文
書
、
『
福
井
県
史
』
資
料
編
４
）
に
よ

る
と
、
矢
地
・
青
野
木
・
新
用
・
高
塚
・
谷
畠
の
計
五
か
村
に
一
人
ず
つ
馬
喰
の
名
が
あ
る
。
ま
た
、
後
述
す
る

が
、
本
日
記
に
は
馬
手
形
を
持
っ
て
上
方
や
加
賀
へ
馬
を
売
買
に
行
っ
た
り
、
小
荷
駄
運
送
を
行
う
者
の
こ
と
が

頻
繁
に
出
て
く
る
。
坂
井
郡
は
山
野
に
恵
ま
れ
な
い
所
で
、
全
体
に
牛
馬
が
少
な
い
地
域
で
あ
る
が
、
北
部
の
台



地
や
東
部
の
山
地
に
接
し
草
地
を
確
保
で
き
る
村
々
で
は
、
牛
馬
を
持
つ
者
も
か
な
り
い
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
福
井
藩
と
の
関
係
を
注
意
し
て
お
き
た
い
。
前
谷
村
次
郎
左
衛
門
が
組
頭
を
勤
め
た
時
期
は
、
福
井
藩

領
が
二
五
万
石
で
、
幕
府
領
は
お
よ
そ
二
五
万
石
か
ら
一
四
万
石
へ
と
推
移
す
る
。
と
も
あ
れ
一
応
福
井
藩
に
そ

れ
ほ
ど
劣
ら
な
い
石
高
で
あ
る
が
、
一
方
で
福
井
藩
は
親
藩
で
あ
り
、
越
前
の
中
心
に
あ
っ
て
都
市
・
交
通
・
湊

な
ど
の
要
地
を
占
め
る
特
別
の
存
在
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
同
藩
の
政
策
に
注
意
し
、
特
に
諸
法
令
を
確
認
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
（『
福
井
市
史
』
資
料
編
６
参
照
）。
そ
れ
に
経
済
面
で
は
と
り
わ
け
福
井
藩
の
支
配
す
る
金
津

や
三
国
、
そ
れ
に
福
井
城
下
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

金
津
は
加
賀
へ
の
備
え
を
持
つ
と
と
も
に
、
北
陸
道
筋
で
は
福
井
城
下
に
次
ぐ
大
き
な
宿
駅
で
あ
る
（
森
藤
右

衛
門
家
文
書
、
一
部
は
『
福
井
県
史
』
資
料
編
４
所
収
）。
当
時
、
金
津
奉
行
を
勤
め
て
い
た
の
は
知
行
五
〇
〇

石
の
大
宮
彦
右
衛
門
茂
冨
で
、
か
れ
は
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
か
ら
宝
永
五
年
ま
で
実
に
三
二
年
間
も
そ
の
職

に
あ
っ
た
（
松
平
文
庫
「
諸
役
年
表
」）。
次
郎
左
衛
門
は
時
に
は
目
見
を
許
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
日
常
的
に
は

配
下
の
田
宮
六
右
衛
門
と
連
絡
を
取
り
合
っ
た
。
元
禄
九
年
十
二
月
二
十
二
日
条
に
よ
る
と
、
次
郎
左
衛
門
は
そ

の
日
福
井
藩
主
吉
品
が
同
月
五
日
に
左
近
衛
権
少
将
に
任
じ
ら
れ
た
祝
い
に
金
津
役
所
へ
出
か
け
、
そ
の
後
金
津

商
人
と
組
下
矢
地
村
善
兵
衛
と
の
出
入
問
題
で
田
宮
と
話
し
合
っ
た
。
翌
年
正
月
五
・
六
日
の
二
日
間
舟
寄
陣
屋

で
年
始
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
金
津
へ
直
行
し
て
金
津
奉
行
や
家
来
た
ち
に
挨
拶
し
、
そ
の
夜
は
同
地
で
宿
泊

す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
年
貢
に
困
っ
て
金
津
商
人
か
ら
借
金
し
た
り
、
前
谷
組
村
々
の
百
姓
と
か
れ
ら
と

の
出
入
が
頻
繁
に
起
こ
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
ど
う
対
処
す
る
か
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。

三
国
湊
と
の
関
係
も
重
要
で
あ
る
。
竹
田
川
を
下
れ
ば
三
国
湊
に
至
る
が
、
こ
の
川
は
水
運
に
恵
ま
れ
、
諸
物

資
の
運
送
に
便
利
で
あ
っ
た
。
幕
府
領
の
年
貢
米
・
廻
米
は
多
く
が
こ
の
川
を
下
っ
て
湊
の
米
蔵
へ
納
め
ら
れ
、

廻
船
に
積
ま
れ
て
江
戸
な
ど
へ
回
漕
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
湊
は
福
井
藩
が
厳
し
く
統
制
し
て
お
り
、
湊
入
口

に
番
所
を
設
け
て
監
視
し
て
い
た
。
出
入
り
す
る
諸
物
資
へ
口
銭
を
賦
課
す
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ
て
沖
の
口
留

（
津
留
）
触
を
出
し
、
物
資
の
出
入
り
を
禁
じ
た
。
管
轄
は
金
津
町
と
同
じ
く
金
津
奉
行
で
あ
る
。
津
留
は
元
禄



期
に
も
た
び
た
び
行
わ
れ
、
例
え
ば
元
禄
九
年
六
月
二
十
七
日
条
に
よ
る
と
、
当
国
の
米
・
雑
穀
値
段
が
高
い
の

で
、
七
月
一
日
か
ら
そ
れ
ら
の
津
出
し
を
禁
止
す
る
と
の
連
絡
が
代
官
所
手
代
か
ら
あ
っ
た
。
こ
れ
に
併
せ
前
年

の
未
納
年
貢
は
同
月
十
三
日
切
り
に
皆
済
す
る
よ
う
に
と
の
通
達
で
あ
る
。
福
井
藩
の
津
留
の
た
め
廻
米
の
出
湊

に
も
気
を
配
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

福
井
藩
と
は
外
れ
る
が
、
十
郷
用
水
の
こ
と
も
注
意
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
鳴
鹿
大
堰
に
よ
っ
て
九

頭
竜
川
か
ら
取
水
さ
れ
た
大
用
水
で
、
貞
享
三
年
当
時
坂
井
郡
の
七
九
か
村
が
こ
れ
を
利
用
し
、
同
十
年
の
記
録

に
は
幕
府
領
・
丸
岡
藩
領
・
福
井
藩
領
・
松
岡
藩
領
・
紀
州
領
な
ど
六
万
六
〇
〇
〇
石
余
が
関
わ
っ
て
い
た
と
い

う
。
こ
れ
を
管
理
す
る
の
は
中
世
以
来
の
由
緒
を
持
つ
坂
井
郡
下
番
村
の
大
連
彦
兵
衛
家
と
大
連
三
郎
左
衛
門
家

な
ど
で
、
井
奉
行
（
井
守
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
（
大
連
彦
兵
衛
家
文
書
「
家
秘
簿
」、『
福
井
県
史
』
資
料
編
４
）。

前
谷
組
で
十
郷
用
水
を
利
用
す
る
村
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
が
、
次
郎
左
衛
門
は
組
頭
と
し
て
こ
の
大
用
水
の
普

請
や
利
用
、
悪
水
処
理
等
を
め
ぐ
る
会
合
や
出
入
に
し
ば
し
ば
関
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
本
日
記
に
し
ば
し

ば
大
連
氏
や
十
郷
用
水
の
事
が
出
て
く
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。

二
、
代
官
支
配

五
代
将
軍
綱
吉
の
治
世
、
延
宝
八
年
か
ら
宝
永
六
年
ま
で
の
三
〇
年
間
に
、
幕
府
は
不
良
代
官
五
一
人
を
処
分

し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
は
元
禄
八
年
六
月
に
「
私
曲
」
を
理
由
に
遠
島
と
さ
れ
た
舟
寄
代
官
五
味
小
左
衛
門
豊
法

も
含
ま
れ
る
が
、
同
十
五
年
の
総
代
官
数
が
六
〇
人
と
言
わ
れ
る
か
ら
（
和
泉
清
司
『
幕
府
の
地
域
支
配
と
代

官
』）、
当
時
幕
府
は
異
常
な
ま
で
に
不
良
代
官
の
摘
発
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
期
は
幕
府
財
政
が

困
窮
し
、
こ
れ
に
対
処
し
た
施
策
が
次
々
と
実
施
さ
れ
た
。
代
官
処
分
に
よ
る
任
命
替
え
も
そ
の
一
環
で
、
当
然
、

代
官
た
ち
は
幕
府
政
策
に
神
経
を
と
が
ら
せ
、
任
地
支
配
に
厳
し
い
姿
勢
で
臨
ん
だ
。
前
谷
組
の
次
郎
左
衛
門
が

組
頭
に
任
じ
ら
れ
た
の
は
そ
の
さ
な
か
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
越
前
幕
府
領
の
代
官
の
任
免
に
つ
い
て
は
不
確
か
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
本
日
記
に
関
わ
る
限
り
で
は



前
巻
の
解
説
で
明
ら
か
で
あ
る
。
元
禄
七
年
六
月
か
ら
代
官
が
三
人
と
な
り
、
代
官
所
も
今
立
郡
西
鯖
江
村
（
以

下
鯖
江
と
略
称
）
・
同
上
石
田
村
（
以
下
石
田
と
略
称
）
・
坂
井
郡
舟
寄
村
の
三
か
所
に
分
か
れ
た
が
、
同
十
一

年
七
月
に
は
舟
寄
代
官
所
が
廃
止
さ
れ
、
二
代
官
領
に
再
編
成
さ
れ
た
。
一
代
官
の
支
配
領
は
七
万
石
前
後
で
、

越
前
各
地
に
散
在
し
、
他
に
白
山
麓
一
八
か
村
四
三
〇
石
余
と
能
登
国
約
一
万
石
（
時
期
に
よ
り
変
化
す
る
）
が

あ
っ
た
。
能
登
国
分
は
同
国
鹿
島
郡
下
村
（
七
尾
市
）
に
出
張
陣
屋
が
置
か
れ
、
手
代
が
二
人
ほ
ど
常
駐
し
た
が
、

と
き
に
は
越
前
陣
屋
や
江
戸
と
の
間
で
異
動
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

代
官
は
任
務
の
割
に
は
知
行
や
家
禄
が
少
な
く
、
配
下
の
役
人
も
わ
ず
か
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
舟
寄
代
官
宍

倉
与
兵
衛
の
家
禄
は
一
五
〇
俵
五
人
扶
持
、
石
田
代
官
稲
葉
平
右
衛
門
勝
行
一
〇
〇
俵
、
同
馬
場
源
兵
衛
一
五
〇

俵
で
、
鯖
江
代
官
古
郡
文
右
衛
門
は
多
い
方
で
七
五
〇
俵
で
あ
る
（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』）。
代
官
所
の
役
人
数

は
手
代
以
下
、
下
働
き
を
含
め
て
二
〇
人
以
下
が
ふ
つ
う
だ
っ
た
。
舟
寄
代
官
を
例
に
見
よ
う
。
元
禄
八
年
七
月

五
日
、
宍
倉
与
兵
衛
は
代
官
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
ま
ず
手
代
二
人
を
先
発
さ
せ
、
自
ら
は
少
し
遅
れ
て
出
発
、
八

月
十
九
日
に
舟
寄
村
の
代
官
陣
屋
へ
入
っ
た
。
こ
の
と
き
の
供
は
手
代
四
人
と
侍
衆
三
人
、
中
小
姓
一
人
、
家
老

一
人
で
あ
っ
た
と
い
う
（
同
日
条
）。
と
す
る
と
代
官
所
で
働
く
の
は
先
発
の
二
人
を
併
せ
て
一
一
人
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、
江
戸
に
も
直
属
の
手
代
ク
ラ
ス
が
お
り
、
宍
倉
時
代
の
元
禄
八
年
十
二
月
に
は
「
御
殿

御
与
頭
」
と
し
て
神
田
喜
兵
衛
な
ど
六
人
の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
（
同
月
十
三
日
条
）。
い
ず
れ
に
し
ろ
二
〇
人

に
満
た
な
い
人
数
で
中
ク
ラ
ス
の
大
名
に
匹
敵
す
る
石
高
を
支
配
し
た
の
で
あ
る
。

代
官
は
任
地
の
陣
屋
に
常
駐
せ
ず
、
大
半
は
江
戸
に
居
住
し
た
。
任
地
に
赴
く
の
は
毎
年
九
月
か
ら
十
一
月
の

間
の
二
か
月
ほ
ど
で
、
そ
の
間
に
領
地
の
村
々
を
巡
回
し
て
検
見
を
行
い
、
終
了
し
て
各
村
へ
の
免
率
を
決
定
し
、

免
状
に
押
印
す
る
と
す
ぐ
江
戸
へ
戻
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
実
質
的
な
支
配
は
陣
屋
の
長
屋
に
居
住
す
る
手
代
に

任
さ
れ
た
。
か
れ
ら
は
正
式
の
幕
府
役
人
で
は
な
く
、
百
姓
や
町
人
の
中
か
ら
個
人
的
に
代
官
に
雇
わ
れ
、
一
代

限
り
が
ふ
つ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
越
前
で
雇
わ
れ
た
者
は
確
認
で
き
な
い
の
で
、
当
時
越
前
の
陣
屋

で
働
い
て
い
た
手
代
は
全
員
江
戸
な
ど
で
雇
わ
れ
た
者
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
代
官
所
の
諸
経
費
は
年
貢
に
付



加
さ
れ
る
口
米
で
賄
わ
れ
、
手
代
の
給
料
や
手
当
も
そ
こ
か
ら
支
給
さ
れ
た
が
、
そ
れ
も
安
か
っ
た
。
後
の
こ
と

だ
が
、
享
保
十
年
（
一
七
二
五
）
以
後
で
、
並
の
手
代
が
二
〇
両
五
人
扶
持
、
か
け
出
し
だ
と
四
両
二
人
程
度
で

あ
っ
た
と
い
う
（
村
上
直
『
江
戸
幕
府
の
代
官
』）。

当
然
、
代
官
陣
屋
も
質
素
な
造
り
で
あ
っ
た
。
元
禄
七
年
に
新
た
に
建
築
さ
れ
た
舟
寄
陣
屋
の
場
合
は
、
本
屋

の
規
模
は
不
明
な
が
ら
、
代
官
が
来
た
と
き
の
仮
住
ま
い
の
部
屋
と
公
事
場
・
勘
定
場
・
玄
関
な
ど
か
ら
成
り
、

周
辺
に
手
代
長
屋
四
、
雪
隠
四
な
ど
が
並
ん
で
い
る
程
度
で
あ
っ
た
。
牢
屋
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
い
ず
れ
も

萱
葺
屋
根
で
あ
る
。
陣
屋
周
囲
は
土
手
が
築
か
れ
堀
が
掘
ら
れ
て
い
た
が
、
と
も
か
く
敷
地
は
そ
れ
ほ
ど
広
く
な

く
、
立
派
な
建
物
群
で
は
な
か
っ
た
（
十
一
年
八
月

二
十
六
日
条
、
他
）。

各
代
官
は
幕
府
勘
定
奉
行
に
直
属
し
、
そ
の
限
り

で
独
立
し
て
支
配
を
行
っ
て
い
た
。
だ
が
、
元
禄
期

の
越
前
代
官
た
ち
は
同
じ
越
前
国
内
と
い
う
こ
と
で

必
要
に
応
じ
て
連
絡
し
合
っ
た
。
例
え
ば
元
禄
八
年

二
月
十
二
日
条
に
は
、
「
井
堰
川
除
入
樋
」
な
ど
の

普
請
用
材
木
・
金
具
等
は
五
味
・
古
郡
・
稲
葉
三
代

官
の
「
定
書
」
に
従
っ
て
入
札
す
る
よ
う
触
が
出
て

い
る
。
元
禄
十
年
以
降
村
々
が
訴
訟
を
続
け
た
夫
米

問
題
で
は
、
代
官
領
を
超
え
て
村
々
が
相
談
し
あ
っ

た
が
、
同
様
に
代
官
や
手
代
ど
う
し
も
連
絡
を
取
り

合
い
対
処
し
て
い
る
。

代
官
所
の
仕
事
は
地
方
と
公
事
方
に
分
か
れ
る
が
、

主
と
な
る
の
は
地
方
で
あ
る
。
手
代
た
ち
は
そ
れ
ぞ

鯖江代官領
石高
８，２４１
８，０１９
８，４３５
９，９１９
１４，１９２
１，００６
１０，８７８
８，９１７
２，２０３

７１，８１０

組名
後山組
前谷組
舟寄組
猪嶋組
牧谷組
松ケ谷組
戸口組
下新庄組
陣屋付

（計）

郡
坂井郡
〃
〃

大野郡
南条郡
今立郡
〃
〃
〃

舟寄代官領
石高
８，１２９
７，３１７
１１，０７８
１１，２０３
９，３１３
１０，２６４
１，９７０
２，１８２
２，８５９
４，８８５
６９，２００

組名
舟寄組
東長田組
下兵庫組
布目組
前谷組
後山組
光明寺組
森川組
伊知地組
猪嶋組
（計）

郡
坂井郡
〃
〃
〃
〃
〃

吉田郡
大野郡
〃
〃

注）舟寄代官領は元禄８年１１月１３日条、鯖江代官領は元禄１１年１１月６日条
による。白山麓と能登領は省いた。なお、両代官領とも引高は除いて
いる。

表３ 舟寄・鯖江両代官領組名と石高



れ
任
務
を
分
担
し
た
が
、
村
々
に
つ
い
て
も
組
単
位
で
分
け
持
ち
、
組
頭
を
指
揮
し
て
年
貢
取
り
立
て
以
下
の
任

務
を
遂
行
し
た
。
舟
寄
代
官
領
と
鯖
江
代
官
領
の
組
み
分
け
と
そ
れ
ぞ
れ
の
石
高
は
白
山
麓
と
能
登
領
を
除
き
表

３
の
通
り
で
あ
る
。
た
だ
、
時
期
に
よ
っ
て
分
担
の
仕
方
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
舟
寄
代
官
所
で
見
る

と
、
五
味
代
官
の
と
き
は
大
き
く
東
長
田
組
・
布
目
組
・
前
谷
組
・
後
山
組
、
及
び
舟
寄
組
・
下
兵
庫
組
・
大
野

郡
・
吉
田
郡
・
白
山
麓
・
能
登
の
二
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
前
者
は
三
人
、
後
者
は
二
人
で
請
け
負
っ
た
（
元
禄

七
年
十
月
八
日
条
）。
と
こ
ろ
が
翌
年
、
代
官
が
宍
倉
に
代
わ
る
と
、
九
月
に
は
従
来
の
坂
井
郡
の
各
組
の
村
高

が
い
ず
れ
も
半
分
ず
つ
に
分
け
ら
れ
、
手
代
一
人
ず
つ
が
付
い
た
（
九
月
四
日
条
）。
そ
れ
も
翌
九
年
十
一
月
に

は
改
ま
り
、
今
度
は
後
山
組
・
前
谷
組
が
小
木
仙
右
衛
門
、
布
目
組
・
下
兵
庫
組
が
高
嶋
藤
四
郎
、
東
長
田
組
・

舟
寄
組
・
大
野
郡
が
横
田
数
右
衛
門
と
い
う
分
担
に
な
っ
た
。
加
え
て
「
御
用
ハ
三
人
と
し
て
月
番
支
配
、
普
請

方
ハ
藤
四
郎
様
・
他
領
出
入
仙
右
衛
門
様
」
と
あ
り
、
実
質
三
人
で
舟
寄
陣
屋
を
運
営
し
た
こ
と
に
な
る
（
同
月

十
二
日
条
）。
翌
十
年
三
月
二
十
六
日
条
に
よ
る
と
、
請
込
役
や
能
登
役
と
い
う
分
担
も
あ
っ
た
。
な
お
、
会
計

業
務
の
手
伝
い
に
は
別
に
地
元
で
掛
屋
を
雇
っ
て
い
た
。
元
禄
十
一
年
七
月
以
降
、
鯖
江
代
官
の
時
代
に
な
る
と
、

手
代
の
分
担
も
ま
た
変
化
す
る
。
同
十
四
年
一
月
か
ら
は
前
谷
組
な
ど
坂
井
郡
三
組
は
手
代
一
人
と
な
り
、
ま
ず

こ
の
と
き
は
杉
山
織
右
衛
門
の
担
当
と
な
っ
た
（
正
月
十
四
日
条
）。

三
、
注
目
さ
れ
る
事
例

こ
れ
ま
で
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
本
日
記
は
元
禄
期
越
前
幕
府
領
の
支
配
の
よ
う
す
を
具
体
的
に
物
語
る

貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
内
容
が
豊
富
で
し
か
も
年
次
を
重
ね
て
お
り
、
支
配
の
実
態
が
理
解
し
易
い
。
新
た
な
視

点
や
知
見
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
も
実
に
多
い
。
書
き
方
や
扱
う
事
柄
は
前
巻
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
が
、
本

巻
に
限
る
範
囲
で
も
改
め
て
注
目
す
べ
き
こ
と
や
新
た
な
問
題
が
見
え
る
。
元
禄
十
三
年
の
塩
生
産
に
関
わ
る
城

村
と
同
村
枝
新
家
村
の
塩
浜
普
請
、
十
四
年
の
幕
府
巡
見
使
の
巡
見
、
そ
れ
に
十
五
年
以
降
の
年
貢
取
り
立
て
の

強
化
な
ど
も
そ
の
例
で
あ
る
。
十
七
年
（
宝
永
元
年
）
に
は
例
年
に
増
し
て
廻
米
問
題
で
揺
れ
、
次
郎
左
衛
門
の



と
こ
ろ
で
、
坂
井
郡
の
年
貢
率
は
一
般
に
か
な
り
低
率
で
あ
る
。
表
４
は
本
日
記
で
確
認
で
き
る
元
禄
九
年
か

ら
宝
永
元
年
ま
で
の
、
判
明
す
る
八
年
分
の
前
谷
組
の
平
均
年
貢
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
も
っ
と
も
高
い

年
で
一
ツ
七
分
（
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
余
、
多
く
は
一
ツ
を
わ
ず
か
に
超
え
る
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
越
前
で
は
太

閤
検
地
に
よ
っ
て
生
産
力
以
上
の
石
盛
が
行
わ
れ
た
た
め
で
、
そ
の
結
果
、
年
貢
率
が
低
く
見
積
も
ら
れ
た
の
で

あ
る
（『
福
井
県
史
』
通
史
編
３

近
世
一
）。
し
た
が
っ
て
、
年
貢
率
が
低
率
で
あ
る
こ
と
は
年
貢
負
担
が
軽
い

こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

実
際
、
本
日
記
を
通
し
て
村
々
が
年
貢
に
苦
し
み
続
け
て
い
た
こ
と
が
具
体
的
に
う
か
が
え
る
。
舟
寄
代
官
領

時
代
だ
け
に
限
っ
て
も
、
元
禄
七
年
十
一
月
条
に
は
東
善
寺
村
で
一
〇
石
か
ら
二
一
石
持
ち
の
百
姓
八
人
、
十
二

月
に
は
宮
谷
村
の
四
人
の
百
姓
が
年
貢
未
納
で
倒
れ
、
翌
八
年
九
月
に
は
下
関
村
で
未
進
金
の
た
め
庄
屋
・
長
百

姓
が
籠
舎
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
九
年
四
月
三
日
条
で
は
前
谷
組
二
一
か
村
で
援
助
の
必
要
な
飢
人
が
六
〇
〇
人

余
あ
る
と
し
、
五
月
八
日
条
に
は
、
坂
井
郡
で
は
前
谷
組
の
金
一
六
七
〇
両
・
米
一
八
一
三
石
な
ど
、
計
金
八
七

六
〇
両
、
米
一
万
三
〇
三
〇
石
余
が
借
用
に
な
っ
て
い
る
と
す
る
。
更
に
同
月
十
八
日
条
で
は
、
前
谷
組
下
で
幕

府
領
と
な
っ
て
以
来
の
九
年
間
で
、
倒
れ
て
持
高
が
「
散
田
」
と
な
っ
た
百
姓
数
は
一
三
七
人
に
上
る
と
い
う
。

年
貢
の
う
ち
未
納
分
は
「
納
下
り
」
と
表
記
さ
れ
る
が
、
同
年
九
月
十
一
日
に
至
っ
て
も
前
年
度
分
の
「
納
下
り
」

は
金
三
〇
二
両
一
分
余
あ
り
、
規
定
納
入
額
の
一
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
で
い
た
（
九
月
十
七
日
条
）。

夫
米
反
対
運
動

こ
の
よ
う
な
中
で
起
こ
っ
た
の
が
夫
米
反
対
運
動
で
あ
る
。
夫
米
は
幕
府
領
に
は
な
か
っ
た

と
い
わ
れ
る
が
（『
地
方
凡
例
録
』
上
）、
越
前
で
は
福
井
藩
が
早
く
か
ら
ほ
と
ん
ど
の
村
へ
村
高
一
〇
〇
石
に
五

石
の
割
合
で
賦
課
し
て
お
り
、
そ
れ
が
幕
府
領
に
替
わ
っ
て
も
受
け
継
が
れ
た
ら
し
い
。
だ
が
、
一
〇
〇
石
に
五

石
と
い
え
ば
、
年
貢
率
が
一
割
少
々
の
村
々
に
と
っ
て
は
重
い
負
担
で
あ
る
。
元
禄
十
三
年
の
前
谷
組
の
場
合
、

同
年
の
取
米
は
計
八
一
三
石
六
斗
三
升
、
平
均
年
貢
率
は
一
ツ
一
厘
五
毛
だ
が
、
そ
れ
と
は
別
に
夫
米
四
〇
〇
石

六
斗
一
升
五
合
を
加
え
る
と
、
実
質
的
に
は
年
貢
が
四
割
四
分
増
し
と
な
る
。
こ
の
年
、
番
田
村
と
重
義
村
は
本

途
を
「
取
な
し
」
と
免
除
さ
れ
た
が
、
夫
米
は
そ
れ
と
関
係
な
く
賦
課
さ
れ
て
い
る
（
同
年
十
月
十
八
日
条
）。



夫
米
問
題
が
本
日
記
に
初
見
す
る
の
は
元
禄
九
年
四
月
十
五
日
の
こ
と
で
、
坂
井
郡
布
目
組
辺
り
か
ら
起
こ
っ

た
。
や
が
て
郡
中
百
姓
惣
代
と
し
て
「
坂
井
郡
与
頭
六
人
」
が
連
名
し
て
手
代
へ
訴
え
、
十
月
に
は
代
官
へ
訴
訟

し
た
。
だ
が
思
わ
し
い
返
答
は
な
く
、
相
談
は
翌
十
年
に
入
っ
て
も
続
い
た
。
六
月
に
は
代
表
を
江
戸
へ
送
っ
て

訴
訟
す
る
話
に
な
り
、
鯖
江
・
石
田
各
代
官
所
領
の
組
頭
た
ち
と
も
連
携
し
て
運
動
し
た
。
同
年
八
月
に
は
石
田

代
官
所
支
配
下
の
坂
井
郡
野
中
村
・
大
牧
村
・
米
納
津
村
の
三
人
の
組
頭
が
、
同
郡
三
六
か
村
の
名
で
願
書
（
案

文
、
土
屋
家
文
書
、
『
福
井
県
史
』
資
料
編
４
）
を
提
出
し
て
い
る
。
前
谷
組
で
も
そ
の
頃
総
百
姓
の
願
い
だ
と

し
て
、
庄
屋
・
長
百
姓
が
連
署
し
て
組
頭
へ
江
戸
訴
訟
を
要
望
し
た
（
土
屋
家
文
書
）。
十
月
十
日
、
三
代
官
が

舟
寄
陣
屋
へ
集
ま
っ
て
協
議
し
、
坂
井
郡
組
頭
も
そ
こ
へ
出
て
訴
え
て
い
る
。
翌
十
一
年
正
月
に
は
訴
訟
が
首
尾

よ
く
進
ん
で
い
る
と
の
噂
が
流
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

だ
が
、
そ
の
後
具
体
的
な
話
が
な
い
ま
ま
、
同
年
七
月
、
舟
寄
陣
屋
が
廃
止
と
な
っ
た
。
同
代
官
領
が
鯖
江
と

石
田
に
組
み
替
え
ら
れ
、
夫
米
問
題
も
暗
礁
に
乗
り
上
げ
る
。
十
月
二
十
日
に
は
両
代
官
が
確
認
し
て
訴
状
を
受

け
取
っ
て
く
れ
た
が
、
そ
の
後
は
棚
上
げ
と
な
っ
た
ら
し
い
。
し
ば
ら
く
途
切
れ
る
が
、
十
四
年
に
も
う
一
度
噴

出
し
た
。
こ
の
年
三
月
二
十
一
日
、
幕
府
「
御
勘
定
」
役
の
日
野
小
左
衛
門
正
晴
な
ど
三
人
が
美
濃
・
越
前
二
か

国
蔵
入
地
の
巡
見
使
を
命
じ
ら
れ
た
。
五
月
十
日
、
日
野
は
次
郎
左
衛
門
宅
に
宿
泊
す
る
が
、
そ
れ
を
利
用
し
て

組
頭
た
ち
は
か
れ
へ
直
接
夫
米
訴
訟
を
行
っ
て
い
る
（
五
月
十
日
条
）。
も
っ
と
も
、
日
野
は
訴
状
は
受
け
取
っ

た
も
の
の
、
そ
の
後
こ
の
件
に
関
す
る
記
載
は
な
い
。
お
そ
ら
く
要
求
は
認
め
ら
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
の
で

あ
る
。
こ
の
運
動
を
ど
う
理
解
す
る
か
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
元
禄
期
越
前
農
村
に
こ
の
よ
う
な
広
域
の
訴

願
運
動
が
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
大
い
に
注
目
さ
れ
よ
う
。

廻
米

村
方
に
と
っ
て
廻
米
は
年
貢
の
納
め
方
の
一
つ
で
あ
る
。
だ
が
、
一
般
の
米
納
や
金
納
と
比
べ
る
と
は

る
か
に
負
担
の
か
か
る
も
の
で
あ
っ
た
。
納
期
限
が
限
定
さ
れ
た
上
に
、
米
質
や
俵
拵
え
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ

と
と
、
納
庄
屋
や
上
乗
船
頭
の
選
定
、
そ
れ
に
一
石
に
銀
三
匁
の
割
合
で
徴
収
さ
れ
る
回
漕
経
費
（
年
に
よ
り
異

同
あ
り
）
な
ど
、
多
く
の
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
た
め
元
禄
十
年
十
月
二
十
八
日
に
は
石
田
・
鯖
江



組
頭
と
し
て
の
立
場
も
強
く
問
わ
れ
た
。
同
年
に
は
幕
府
に
よ
る
仙
洞
使
饗
応
で
次
郎
左
衛
門
の
倅
権
右
衛
門
等

が
江
戸
へ
人
足
に
駆
り
出
さ
れ
た
り
す
る
。
こ
の
年
、
宮
谷
村
の
百
姓
が
牢
を
破
っ
て
逃
亡
し
、
村
人
は
翌
年
に

わ
た
っ
て
探
索
に
全
国
各
地
を
回
ら
さ
れ
る
と
い
っ
た
事
も
起
こ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
本
日
記
は
真
に
内
容
豊
か
で
、
元
禄
期
の
幕
府
に
よ
る
支
配
と
村
の
あ
り
方
を
考
え
る
上
で
大
変

貴
重
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
こ
れ
ら
の
問
題
を
十
分
に
取
り
上
げ
る
余
裕
は
な
い
。
以
下
、
紙
数
の
許
す
範

囲
で
気
付
い
た
こ
と
等
に
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

検
見
と
年
貢
率

年
貢
免
率
の
決
定
は
、
最
初
に
組
頭
に
よ
る
内
検
が
あ
り
、
そ
れ
を
も
と
に
代
官
と
手
代
衆

が
行
う
二
通
り
の
検
見
を
経
て
行
わ
れ
る
。
幕
府
領
で
は
代
官
が
行
う
の
を
大
検
見
、
手
代
衆
が
行
う
の
を
小
検

見
と
称
し
（『
地
方
凡
例
録
』
上
）、
越
前
で
も
毎
年
そ
れ
が
忠
実
に
実
行
さ
れ
た
。
一
村
が
二
度
検
見
を
受
け
る

形
で
、
大
抵
九
月
か
ら
十
月
前
半
、
両
者
同
じ
時
期
に
別
々
の
コ
ー
ス
で
あ
る
。
大
検
見
は
坪
刈
り
を
行
っ
て
作

柄
を
見
、
小
検
見
は
水
損
・
干
損
な
ど
に
よ
る
引
高
等
の
確
認
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。
組
頭
は
毎
年
そ
の
日
程

と
コ
ー
ス
の
設
定
、
宿
泊
先
や
休
憩
地
の
準
備
、
諸
費
用
や
人
足
の
確
保
に
頭
を
悩
ま
し
た
。

年
貢
納
入
は
初
納
金
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
は
そ
の
年
の
年
貢
が
決
ま
る
前
の
九
月
中
に
割
り
当
て
ら
れ
、
十
月

中
に
納
め
た
。
舟
寄
代
官
の
時
代
は
年
に
よ
り
違
い
が
あ
っ
た
が
、
鯖
江
代
官
領
に
な
っ
て
か
ら
は
村
高
一
〇
〇

石
に
金
三
両
、
前
谷
組
で
二
四
〇
両
余
と
な
っ
た
（
宝
永
元
年
は

一
〇
〇
石
に
二
両
と
な
る
）。
年
貢
免
状
は
検
見
を
終
え
た
直
後

の
十
月
か
ら
十
一
月
前
半
、
代
官
が
江
戸
へ
発
足
す
る
前
後
に
組

頭
を
経
て
村
々
へ
渡
さ
れ
た
。
年
貢
は
半
金
納
・
半
米
納
が
ふ
つ

う
で
、
米
納
分
は
廻
米
に
宛
て
ら
れ
た
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
年

貢
免
状
に
は
、
必
ず
そ
の
年
十
二
月
中
に
納
め
る
よ
う
明
記
さ
れ

て
い
る
が
、
実
際
に
は
年
内
に
皆
済
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
ほ
と

ん
ど
は
翌
年
六
、
七
月
、
遅
い
年
は
年
末
ま
で
か
か
っ
て
い
る
。

村数
２１
１５
１９
〃
〃
〃
〃
〃
〃

平均年貢率
０．１２３４
０．１７６６
０．１４７６
０．１００１
０．１０１５
０．１１２３
０．１２５１
（不明）
０．１２５９

年
元禄９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６

宝永１

注）元禄１１・１３年、及び宝永１年分
は計算により推定した。

表４ 元禄期前谷組平均年貢率



両
代
官
所
の
村
々
が
一
致
し
て
翌
年
の
廻
米
免
除
を
願
い
出
、
こ
れ
を
知
っ
て
舟
寄
組
下
も
翌
日
同
様
の
願
書
を

出
し
た
。
そ
の
結
果
か
、
翌
年
分
は
例
年
の
半
分
と
な
っ
た
。
米
質
も
問
題
に
さ
れ
、
坂
井
郡
は
「
米
性
悪
敷
や

わ
ら
か
」（
十
一
年
三
月
五
日
条
）
と
か
不
熟
米
が
多
い
（
十
五
年
一
月
七
日
条
）
と
批
判
さ
れ
、
詰
め
替
え
さ

せ
ら
れ
た
り
し
て
い
る
。
鯖
江
代
官
領
に
な
っ
て
か
ら
は
廻
米
取
り
立
て
が
い
っ
そ
う
厳
し
く
な
り
、
前
年
十
二

月
中
に
納
め
る
指
示
が
出
た
り
し
た
。
元
禄
十
七
年
二
月
十
四
日
条
に
よ
る
と
、
同
月
十
一
日
よ
り
津
出
し
準
備

予
定
の
廻
米
が
す
べ
て
未
納
と
な
り
、
大
庄
屋
は
厳
し
く
譴
責
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
廻
米
は
幕
府
の
指
示
に
よ
っ
て
年
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
っ
た
。
回
漕
は
三
〜
五
月
に
行
わ
れ
る
の

で
、
廻
米
は
廻
船
が
到
着
す
る
前
に
準
備
を
完
了
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
大
抵
は
二
月
ま
で
に
三
国

湊
の
指
定
米
蔵
に
米
の
納
入
を
終
え
、
米
質
を
確
認
し
、
俵
拵
え
を
行
っ
た
。
代
官
所
か
ら
は
担
当
手
代
が
三
国

に
張
り
付
き
、
組
頭
と
村
々
の
立
会
代
表
も
一
〇
日
近
く
三
国
に
宿
泊
し
、
協
議
・
監
督
し
な
が
ら
進
め
る
の
で

あ
る
。
米
が
不
足
し
た
り
米
質
が
悪
い
と
き
は
大
変
で
、
米
蔵
主
な
ど
へ
「
誂
米
」
を
依
頼
す
る
し
か
な
く
、
そ

の
米
価
を
め
ぐ
っ
て
も
め
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
米
蔵
は
河
内
屋
な
ど
数
軒
の
蔵
を
指
定
し
て
い
る
が
、

そ
の
件
を
含
め
廻
米
は
村
々
の
大
き
な
問
題
だ
っ
た
の
で
あ
る（
元
禄
十
七
年
二
月
十
六
日
条
及
び
二
十
九
日
条
）。

十
五
年
以
降
、
廻
米
は
年
内
十
二
月
中
の
納
入
を
命
じ
ら
れ
、
村
々
は
ま
す
ま
す
苦
し
ん
だ
。
な
お
、
回
漕
先
は

大
抵
江
戸
で
あ
っ
た
が
、
十
二
、
三
年
の
よ
う
に
大
津
に
送
ら
れ
る
年
も
あ
り
、
そ
の
こ
と
で
も
村
々
は
一
喜
一

憂
し
て
い
る
。

納
庄
屋
（
宰
領
）
は
陸
路
回
漕
先
へ
先
に
着
い
て
受
け
入
れ
手
筈
を
整
え
、
廻
船
が
到
着
し
て
米
が
幕
府
の
蔵

に
納
ま
る
ま
で
の
全
責
任
を
負
っ
た
。
上
乗
船
頭
も
危
険
で
責
任
の
重
い
仕
事
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
手
当
が
多

い
こ
と
か
ら
、
両
方
と
も
村
々
か
ら
の
希
望
者
が
多
か
っ
た
。
納
庄
屋
は
一
、
二
人
、
上
乗
船
頭
は
船
数
に
応
じ

て
六
、
七
人
か
ら
十
人
前
後
で
あ
っ
た
が
、
本
日
記
に
も
困
窮
の
た
め
こ
れ
ら
の
役
に
任
じ
て
ほ
し
い
と
い
う
記

事
が
時
折
見
ら
れ
、
そ
の
願
書
写
や
控
は
土
屋
家
を
含
め
現
在
も
各
地
に
残
っ
て
い
る
。
後
に
は
組
頭
で
な
く
な

っ
た
土
屋
家
も
、
同
じ
理
由
で
納
庄
屋
を
願
い
出
て
任
じ
ら
れ
て
い
る
。



女
通
手
形

越
前
に
在
住
す
る
女
が
旅
行
で
板
取
・
細
呂
木
等
の
口
留
番
所
を
出
る
際
に
必
要
な
女
通
手
形
は
、

福
井
藩
町
奉
行
所
が
管
轄
し
、
そ
こ
へ
申
請
し
て
発
行
さ
れ
た
。
幕
府
領
村
々
の
女
が
他
国
へ
往
来
す
る
と
き
は
、

ま
ず
家
主
か
ら
村
庄
屋
へ
願
い
出
、
庄
屋
は
本
人
の
名
前
や
年
齢
、
行
く
先
等
を
明
記
し
た
願
書
（「
請
状
」）
を

組
頭
へ
出
し
、
組
頭
は
そ
れ
に
奥
書
・
押
印
し
て
代
官
所
へ
提
出
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
代
官
所
が
福
井
藩
町
奉

行
所
へ
手
形
を
要
請
し
、
発
行
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
る
。
女
本
人
は
手
形
を
貰
っ
て
旅
行
に
出
か
け
、
番
所
で
そ

の
手
形
を
預
け
て
出
国
し
、
帰
国
の
と
き
返
し
て
も
ら
う
。
帰
宅
後
は
同
じ
ル
ー
ト
で
手
形
を
福
井
藩
町
奉
行
所

へ
返
却
し
た
（
元
禄
七
年
十
月
五
日
及
び
十
二
年
八
月
十
五
日
条
）。

本
日
記
に
見
え
る
「
請
状
」
に
よ
る
と
、
行
く
先
の
ほ
と
ん
ど
は
伊
勢
か
京
都
、
あ
る
い
は
加
賀
山
中
で
あ
る
。

先
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
元
禄
期
の
農
村
は
重
い
年
貢
に
苦
し
み
、
没
落
す
る
百
姓
が
絶
え
な
か
っ
た
が
、
一

方
で
は
伊
勢
参
宮
や
京
都
本
願
寺
参
詣
、
山
中
へ
の
湯
治
な
ど
を
楽
し
む
余
裕
あ
る
者
も
い
た
の
で
あ
る
。
時
期

は
農
繁
期
を
避
け
、
伊
勢
・
京
都
関
係
は
七
、
八
月
に
集
中
し
、
山
中
湯
治
は
冬
か
ら
春
早
く
に
多
か
っ
た
。
旅

行
者
の
ほ
と
ん
ど
は
妻
又
は
母
と
な
っ
て
お
り
、
主
に
年
長
者
た
ち
の
遊
山
を
兼
ね
た
旅
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
他
の
地
域
で
も
確
か
め
ら
れ
、
十
八
世
紀
以
降
旅
行
熱
は
い
っ
そ
う
高
ま
る
。
水
呑
層
や
未
婚
の
若

い
女
た
ち
だ
け
の
集
団
も
増
え
、
無
事
帰
村
す
る
と
村
の
産
土
社
に
記
念
の
絵
馬
を
奉
納
す
る
風
が
流
行
し
た
。

（
拙
稿
「
福
井
藩
口
留
番
所
と
女
性
の
旅
」、『
福
井
県
史
研
究
』
十
五
）。
な
お
、
男
の
場
合
は
同
じ
よ
う
な
旅

行
な
ら
届
け
る
だ
け
で
手
形
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
。
実
際
に
は
女
以
上
に
男
の
旅
行
は
盛
ん
だ
っ
た
筈
で
あ
る
。

馬
手
形

馬
手
形
も
女
手
形
と
同
じ
よ
う
に
し
て
、
持
主
名
と
馬
齢
・
毛
色
等
を
記
し
た
手
形
願
が
、
庄
屋
・

組
頭
を
経
て
代
官
所
へ
提
出
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
の
場
合
は
代
官
が
そ
れ
に
押
印
す
る
と
、
本
人
は
そ
れ
を
貰

っ
て
馬
を
牽
き
番
所
へ
持
っ
て
行
っ
た
。
番
所
で
は
そ
れ
を
福
井
藩
町
奉
行
が
出
し
た
判
鑑
と
照
合
し
、
問
題
な

け
れ
ば
人
馬
と
も
通
行
さ
せ
た
。

毎
年
の
馬
手
形
の
記
事
に
よ
る
と
、
前
谷
組
下
の
村
々
で
手
形
を
求
め
た
者
が
一
村
に
一
人
か
ら
数
人
い
る
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
元
禄
八
年
「
前
谷
組
村
々
明
細
帳
」（
前
掲
）
に
は
五
か
村
五
人
の
馬
喰
の
名
が
挙
が
っ



て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
の
三
人
は
高
塚
村
弥
三
兵
衛
・
矢
地
村
吉
兵
衛
・
谷
畠
村
兵
右
衛
門
の
こ
と
で
、
か
れ
ら

は
本
巻
同
年
分
の
所
に
も
名
が
見
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
手
形
の
要
求
者
の
多
く
は
馬
喰
を
職
と
し
、
馬
の
売

買
や
馬
を
利
用
し
て
の
「
小
荷
駄
」
運
送
に
従
事
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
売
買
先
は
加
賀
や
上
方
が
多
い
が
、
南

条
郡
二
ツ
屋
の
通
手
形
を
要
求
す
る
こ
と
も
多
い
こ
と
か
ら
、
敦
賀
方
面
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

火
元
入
寺

元
禄
九
年
十
一
月
条
に
、
同
月
十
八
日
、
北
村
八
兵
衛
の
家
が
出
火
し
た
。
そ
こ
で
八
兵
衛
は
寺

へ
入
っ
た
が
、
そ
の
後
の
二
十
四
日
、
同
村
五
兵
衛
と
田
中
村
徳
右
衛
門
が
八
兵
衛
寺
入
り
の
詫
言
願
書
を
舟
寄

代
官
所
へ
出
し
、
そ
の
結
果
、
手
代
か
ら
寺
入
り
を
免
じ
る
と
の
手
紙
が
組
頭
次
郎
左
衛
門
に
届
い
た
と
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
「
火
元
入
寺
」
の
例
を
示
す
も
の
で
、
同
十
年
二
月
二
十
八
日
笹
岡
村
、
十
一
年
六
月
十
四
日
清
王
村
、

宝
永
二
年
二
月
十
四
日
番
田
村
の
各
出
火
で
も
、
同
様
に
火
元
が
旦
那
寺
な
ど
へ
入
寺
し
て
謹
慎
し
て
い
る
。

「
火
元
入
寺
」
の
こ
と
は
こ
れ
ま
で
も
全
国
各
地
で
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
越
前
と
そ
の
周
囲
の
国
々
で
は
一

部
飛
�
の
例
を
除
き
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
隼
田
嘉
彦
氏
が
鯖
江
藩
領
内
に
お
け
る
事
例

を
示
さ
れ
、
初
め
て
越
前
に
も
こ
の
慣
例
が
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（『
間
部
家
文
書
』
第
三
巻
「
解

説
」）。
氏
に
よ
る
と
、
享
保
五
年
（
一
七
二
〇
）
に
間
部
氏
鯖
江
藩
が
成
立
し
て
以
降
、
同
藩
領
で
幕
末
に
至
る

ま
で
「
火
元
入
寺
」
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
間
部
氏
は
か
つ
て
高
崎
藩
主
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ

は
関
東
の
風
習
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
推
測
も
可
能
な
よ
う
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
本
巻
で
確
認
さ
れ
た
四
例
は
、
間
部
氏
が
越
前
へ
来
る
以
前
の
元
禄
期
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
意
味

で
少
し
事
情
が
異
な
る
。
幕
府
領
で
あ
る
か
ら
代
官
の
旧
任
地
の
慣
例
が
伝
わ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
人
々
が
寺
院
に
駆
け
込
む
風
習
は
「
火
元
入
寺
」
以
外
に
も
様
々
な
理
由
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
今
日
、
も

う
少
し
広
い
立
場
か
ら
こ
の
問
題
を
考
え
よ
う
と
す
る
動
き
も
起
こ
っ
て
い
る（
佐
藤
孝
之『
駆
込
寺
と
村
社
会
』）。

今
後
の
研
究
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

牢
破
り

宝
永
元
年
九
月
三
日
以
下
の
条
に
よ
る
と
、
前
日
の
二
日
、
前
谷
組
組
下
宮
谷
村
与
次
右
衛
門
が
陣

屋
の
牢
を
破
っ
て
「
欠
落
」
し
、
大
騒
ぎ
と
な
っ
た
。
与
次
右
衛
門
が
入
牢
と
な
っ
た
の
は
半
年
前
の
三
月
八
日



の
こ
と
で
、
養
父
に
対
し
て
不
届
き
だ
と
し
て
、
親
の
方
か
ら
訴
え
た
た
め
ら
し
い
。
と
も
か
く
破
牢
は
重
罪
で

あ
る
。
た
だ
ち
に
詳
し
い
人
相
書
が
配
ら
れ
、
方
々
へ
人
が
派
遣
さ
れ
る
な
ど
捜
索
が
始
ま
っ
た
。
宮
谷
村
一
村

で
は
人
足
が
不
足
し
、
近
村
へ
も
動
員
が
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
間
、
宮
谷
村
の
庄
屋
庄
左
衛
門
と
与
次
右
衛
門
一

家
の
一
人
は
代
官
所
へ
留
め
置
か
れ
、
半
月
後
に
村
へ
返
さ
れ
た
。
も
っ
と
も
、
庄
屋
は
村
で
手
錠
を
か
け
ら
れ
、

十
月
二
十
一
日
ま
で
五
人
組
預
け
と
さ
れ
た
。

探
索
は
そ
の
後
も
続
け
さ
せ
ら
れ
た
。
翌
二
年
正
月
二
十
三
日
に
は
同
村
庄
左
衛
門
と
庄
右
衛
門
は
、
そ
の
日

か
ら
二
月
末
ま
で
探
し
、
三
月
一
日
に
陣
屋
へ
結
果
を
報
告
す
る
よ
う
命
じ
ら
れ
る
。
二
人
は
京
・
大
坂
・
伊
勢

・
尾
張
・
美
濃
、
あ
る
い
は
加
賀
・
能
登
ま
で
歩
き
回
っ
た
が
、
結
局
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、

そ
れ
を
三
月
一
日
に
報
告
す
る
と
、
更
に
四
月
晦
日
ま
で
江
戸
辺
り
を
含
め
尋
ね
回
る
よ
う
命
じ
ら
れ
、
六
月
十

七
日
に
も
な
お
探
索
を
続
け
る
よ
う
指
示
を
受
け
て
い
る
。

仙
洞
使

宝
永
元
年
四
月
四
日
の
条
に
、
代
官
古
郡
文
右
衛
門
が
仙
洞
使
賄
に
任
じ
ら
れ
、
そ
の
た
め
次
郎
左

衛
門
倅
権
右
衛
門
等
六
人
が
江
戸
へ
人
足
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
記
述
が
あ
る
。
こ
れ
は
京
都
か
ら
江
戸
の
幕
府
へ

「
勅
使
転
法
輪
」
前
右
大
臣
藤
原
（
三
条
）
実
治
を
初
め
と
し
て
大
が
か
り
に
下
向
し
、
こ
の
と
き
古
郡
は
霊
元

上
皇
の
使
者
で
あ
る
大
納
言
西
園
寺
致
季
の
賄
人
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
越
前
か
ら
手
伝
人
足
六
人
を
呼
び
寄
せ

た
の
で
あ
る（『
徳
川
実
紀
』
六
）。
人
足
た
ち
の
経
費
は
代
官
か
ら
支
給
さ
れ
た
が
、
か
れ
ら
は
そ
の
増
額
を
要

求
し
、
一
人
金
八
両
と
馬
一
匹
、
小
者
一
人
が
認
め
ら
れ
た
と
あ
る
。
江
戸
の
法
会
は
五
月
二
日
に
行
わ
れ
た
が
、

六
人
は
四
月
十
三
日
に
鯖
江
を
出
発
し
、
無
事
任
務
を
終
え
て
六
月
四
日
頃
戻
っ
て
い
る
。

森
川
銀
山

元
禄
十
年
十
月
朔
日
条
に
、
越
前
銀
山
の
採
掘
に
関
す
る
記
事
が
あ
る
。
舟
寄
陣
屋
三
人
の
手
代

が
連
署
し
、
吉
田
郡
光
明
寺
村
加
兵
衛
と
坂
井
郡
布
目
・
前
谷
・
後
山
、
計
四
人
の
組
頭
に
宛
て
た
書
状
の
写
で
、

銀
山
発
掘
の
た
め
一
人
米
三
石
ず
つ
の
提
供
を
依
頼
し
た
内
容
で
あ
る
。
十
一
月
朔
日
条
と
併
せ
て
読
む
と
、
こ

の
銀
山
は
大
野
郡
森
川
村
（
幕
府
領
）
南
部
安
右
衛
門
が
請
け
負
っ
て
お
り
、
人
足
を
雇
っ
て
掘
る
計
画
で
、
米

は
人
足
の
扶
持
米
で
あ
る
。
場
所
を
明
記
し
て
い
な
い
が
、
森
川
村
の
北
側
水
無
山
の
麓
近
く
に
は
、
豊
臣
秀
吉



の
頃
採
掘
さ
れ
た
北
袋
銀
山
跡
が
あ
り
、
試
掘
し
よ
う
と
し
た
の
も
お
そ
ら
く
こ
の
近
辺
で
あ
ろ
う
。
こ
の
一
帯

は
江
戸
期
を
通
じ
て
山
師
が
入
っ
て
は
試
掘
を
試
み
て
お
り
、
幕
末
に
は
飛
�
高
山
陣
屋
の
指
揮
に
よ
っ
て
近
く

の
堀
名
銀
山
が
開
掘
さ
れ
、
一
時
大
き
な
利
益
を
上
げ
た
。
本
巻
の
記
事
は
元
禄
期
に
も
代
官
所
の
肝
入
り
で
試

掘
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
当
時
は
幕
府
財
政
が
困
窮
し
、
鉱
山
収
入
も
以
前
と
比
べ
る
と
大
き

く
落
ち
込
ん
で
い
た
か
ら
、
幕
府
の
意
を
受
け
て
代
官
所
が
動
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
組
頭
次
郎
左
衛
門
た
ち
も
下

代
の
依
頼
に
応
え
て
米
代
を
請
け
負
っ
た
が
、
そ
の
分
は
後
に
代
官
所
か
ら
支
払
わ
れ
た
ら
し
い
。
な
お
、
こ
の

銀
山
試
掘
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
よ
う
で
、
翌
年
二
月
十
日
の
銀
子
差
引
の
記
事
を
最
後
に
見
え
な
く
な
る
。

そ
の
他

以
上
の
他
に
も
本
日
記
か
ら
は
注
目
す
べ
き
こ
と
が
多
々
見
え
て
く
る
。
村
方
騒
動
も
そ
の
一
つ
で
、

特
に
庄
屋
役
の
選
出
に
か
ら
む
籤
取
り
制
や
、
村
に
新
組
を
立
て
る
庄
屋
複
数
制
と
い
っ
た
問
題
で
騒
ぎ
が
頻
発

し
て
い
る
。
本
日
記
だ
け
で
は
ど
の
場
合
も
詳
し
く
は
掘
り
下
げ
ら
れ
な
い
が
、
元
禄
期
に
こ
れ
ほ
ど
多
く
ま
と

ま
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
珍
し
い
。

今
一
つ
は
人
々
の
信
仰
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
本
日
記
で
は
宗
教
関
係
は
あ
ま
り
記
さ
れ
ず
、
毎
年
の
宗
門
改

も
宗
門
改
帳
の
提
出
に
関
す
る
事
務
的
な
事
柄
に
過
ぎ
な
い
。
前
谷
組
村
々
は
本
願
寺
八
代
蓮
如
に
よ
っ
て
開
か

れ
た
「
吉
崎
御
坊
」
に
近
く
、
と
り
わ
け
真
宗
信
仰
の
盛
ん
な
地
域
で
あ
る
。
だ
が
、
本
日
記
で
は
真
宗
行
事
や

信
仰
生
活
と
い
っ
た
記
事
は
皆
無
に
近
い
。
北
陸
道
が
通
り
吉
崎
道
に
通
じ
る
柿
原
十
楽
村
の
北
外
れ
に
信
仰
と

関
わ
る
「
嫁
威
」
の
伝
承
地
が
あ
り
、
本
日
記
で
は
「
嫁
落
し
」
と
し
て
度
々
登
場
す
る
が
、
こ
れ
も
そ
の
近
く

の
茶
屋
を
め
ぐ
っ
て
の
話
で
あ
る
（
福
井
県
歴
史
の
道
調
査
報
告
書
第
一
集
『
北
陸
道
Ⅰ
・
吉
崎
道
』
参
照
）。

も
っ
と
も
、
少
し
趣
が
異
な
る
が
、
元
禄
七
年
十
一
月
十
一
日
条
以
下
、
毎
年
の
よ
う
に
京
都
愛
宕
山
の
使
僧

が
村
々
へ
の
祈
�
札
や
暦
を
送
っ
て
く
る
記
事
が
あ
る
。
愛
宕
山
は
京
都
嵯
峨
に
あ
り
、
愛
宕
権
現
の
鎮
座
す
る

修
験
の
地
で
、
白
山
を
開
い
た
泰
澄
を
開
祖
と
す
る
と
も
伝
え
、
白
雲
寺
の
名
の
下
に
天
台
宗
五
坊
が
あ
っ
た（
平

凡
社
『
京
都
市
の
地
名
』）。
村
々
で
は
こ
の
愛
宕
山
へ
毎
年
郷
盛
の
中
か
ら
初
尾
金
を
納
め
、
代
わ
り
に
祈
�
札

等
を
受
け
取
っ
て
い
た
。
同
様
に
し
て
、
福
井
城
下
の
法
性
院
（
宝
性
院
）
の
名
も
出
て
い
る
が
、
こ
れ
は
神
宮



寺
清
水
町
の
真
言
系
山
伏
頭
梅
本
院
の
こ
と
で
あ
る
（
松
原
信
之
氏
の
教
示
に
よ
る
）。
共
に
郷
盛
か
ら
経
費
を

支
出
す
る
た
め
組
頭
が
関
係
し
た
わ
け
だ
が
、
と
も
か
く
修
験
に
基
づ
く
民
俗
信
仰
的
な
側
面
が
う
か
が
え
て
興

味
深
い
。

四
、
お
わ
り
に

日
記
１
の
解
説
に
も
あ
る
よ
う
に
、
次
郎
左
衛
門
は
宝
永
二
年
九
月
二
十
二
日
に
「
大
庄
屋
役
不
相
応
」
と
の

理
由
で
役
を
罷
免
さ
れ
る
。
か
れ
は
そ
れ
を
「
時
節
到
来
」
と
み
な
し
、
今
後
は
家
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
「
第

（
歓
）

一
之
観
楽
」
と
記
し
た
。
長
い
激
務
か
ら
解
放
さ
れ
、
ほ
っ
と
し
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
同
時
に
、
複
雑
な
思
い
に
も
か
ら
れ
た
に
違
い
な
い
。
か
れ
は
立
場
上
代
官
と
村
方
の
間
に
あ
っ
て
、

双
方
か
ら
責
め
ら
れ
続
け
た
。
代
官
か
ら
は
年
貢
取
り
立
て
を
任
さ
れ
、
毎
年
の
よ
う
に
未
進
を
叱
責
さ
れ
た
。

組
下
村
々
か
ら
は
年
貢
の
軽
減
や
救
恤
訴
訟
を
突
き
つ
け
ら
れ
、
し
か
も
よ
い
結
果
を
出
せ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
そ
ん
な
中
で
と
も
か
く
も
一
二
年
間
、
任
務
を
全
う
し
よ
う
と
努
め
た
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
当
初
か

ら
倅
権
右
衛
門
に
も
手
伝
わ
せ
、
間
も
な
く
か
れ
が
大
庄
屋
役
を
継
ぐ
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
筈
で
あ
る
。

宝
永
元
年
十
月
九
日
、
「
自
分
義
年
寄
候
ニ
付
、
御
用
事
五
度
ニ
三
度
ハ
権
右
衛
門
遣
し
相
勤
さ
せ
申
度
候
」
と

願
い
、
手
代
山
本
沢
右
衛
門
か
ら
許
可
を
得
て
い
る
。
そ
れ
が
一
年
も
経
た
ず
罷
免
さ
れ
る
と
は
、
予
想
し
て
い

な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
そ
の
頃
代
官
所
は
以
前
に
も
増
し
て
年
貢
・
廻
米
等
の
確
保
に
強
圧
的
で
あ
っ
た
。
同
年
三
月
十
九

日
、
手
代
青
山
藤
助
は
村
々
庄
屋
に
対
し
て
「
急
度
潰
候
而
成
共
い
け
様
ニ
成
と
も
」
廻
米
を
仕
立
て
る
よ
う
命

じ
、
次
郎
左
衛
門
に
対
し
て
は
、
「
村
々
庄
屋
共
不
吟
味
と
相
見
、
近
頃
不
届
之
至
ニ
候
、
大
庄
屋
も
油
断
之
至

ニ
候
」
と
責
め
立
て
た
。
そ
こ
で
廻
米
は
四
月
に
は
何
と
か
納
め
た
が
、
年
貢
が
終
わ
ら
な
い
。
譴
責
さ
れ
て
七

月
六
日
、
次
郎
左
衛
門
も
手
代
尾
花
園
右
衛
門
に
次
の
よ
う
に
返
答
し
た
。

只
今
迄
之
納
下
り
ハ
中
�
下
之
百
姓
ニ
お
ち
た
ま
り
候
ニ
付
、
拙
者
壱
人
之
吟
味
ニ
而
盆
前
ニ
皆
済
可
仕
様



ニ
ハ
不
奉
存
候
、
村
々
不
残
其
元
へ
被
召
寄
候
か
、
御
出
被
遊
候
而
御
吟
味
被
遊
可
被
下
候
、

こ
の
よ
う
な
主
張
は
次
郎
左
衛
門
一
人
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
か
れ
自
身
も
組
頭
と
し
て
の
誇
り
を

か
け
、
村
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
手
代
と
の
間
で
ぎ
り
ぎ
り
の
や
り
と
り
を
繰
り
返
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
も
あ
れ
、
次
郎
左
衛
門
は
組
頭
（
大
庄
屋
）
の
仕
事
に
埋
没
す
る
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
先
に
も
触
れ
た
よ

う
に
、
か
れ
は
元
禄
十
五
年
七
月
十
八
日
に
家
来
喜
八
と
北
村
五
兵
衛
の
三
人
で
伊
勢
参
宮
に
出
発
し
、
そ
の
後

熊
野
・
高
野
・
西
国
三
十
三
か
所
巡
礼
な
ど
各
地
を
巡
り
、
閏
八
月
十
日
に
帰
宅
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
庄
屋
を

免
じ
ら
れ
る
二
か
月
前
の
宝
永
二
年
七
月
二
十
四
日
に
は
白
山
禅
定
に
出
か
け
、
八
月
三
日
に
戻
っ
て
い
る
。
次

郎
左
衛
門
の
内
面
世
界
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
含
め
て
考
え
る
に
、
か
れ
は
確
か
な
自
己
の
生

き
方
を
持
ち
、
そ
れ
を
貫
く
意
志
も
備
え
た
人
物
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
本
日
記
は
そ
の
よ
う
な
人
物
像
を

も
探
れ
る
豊
か
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
福
井
県
文
書
館
資
料
調
査
員

本
川
幹
男
）


